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国土の約3分の1が浸水

タイ国全体の被害総額は約3兆5,000億円

うち工業団地の被害総額は約1兆7,000億円

自然災害による経済損失は史上4番目の規模

700社以上の日系企業が罹災

2011年タイ洪水について



2011年10月 発災

2011年11～12月 各工場団地の排水完了。

2014 年3月 保険金お支払い完了（2.5年）

受付件数750件（非日系含む）、うちBIは50件

2011年タイ洪水について



お客さまの声

工場内部の罹災状況、当時の心境

復旧作業で大変だったこと

復旧体制



麻痺（ソフト面+ハード面）

大規模な復旧作業（精密機械の大部分が全損）

原材料・部品供給先の確保（タイ国内、国外）

通関手続き

代替品、品質検査

様々な課題



お支払い保険金の算出工程

1 収益減少を!"#る単位の決定

2 罹災によって阻害される営業収益の検討

3 復旧期間の検討

4 補償期間の決定

5 標準収益の算出方法の決定

6 補償期間中の営業収益の確認

7 利益率の算出と約定補償率の比較

8 支出を免れた付保経常費の検討

9 収益減少防止・営業継続費用の確認

10 喪失利益の算出

保険金お支払い金額

(a) 収益減少額

(b) 支出を免れた経常費

利益率

収益減少防止・営業継続費用



a. 仮店舗・仮倉庫費用

b. 増加した残業代・休日出勤手当

c. 外注費用

d. 仮復旧費用

e. 緊急輸送費用

f. 罹災した原材料、商品等の緊急仕入による割増費用
など

収益減少防止・営業継続費用（追加費用）の具体



具体例１

費目 数量単位 金額

航空輸送 単価／個 80

海上輸送 単価／個 20

増加費用 単価／個 60

製品数 個数 100

収益減少防止費用 合計 6,000



具体例 2
Description UOM Amount

臨時雇い入れ（事故後） 人数 30

臨時雇い入れ（事故前） 人数 20

増加した臨時雇い入れ 人数 10

日給 日額／人 500

増加した臨時雇い入れ費用 円／日 5,000

影響期間 日数 60

収益減少防止費用 円 300,000



収益減少防止費用と営業継続費用の関係

製品Aの限界利益（営業利益＋固定費）＝50円／個

限界利益 50円

増加費用 40円／個 増加費用 70円／個

増加費用 40円＜限界利益 50円 増加費用 70円＞限界利益 50円

収益減少防止費用 40円／個 収益減少防止費用 50円
営業継続費用 20円



一日も早い事業再開のため

顧客との関係や信用を維持するため（主要顧客）

補償期間後の損失を軽減するため
（主要顧客の需要を満たし、事業再開後も安定したビジネス）

マーケットシェア維持のため

営業継続費用の手配



必要書類

• 収益減少防止・営業継続費用の計算方法と根拠資料
• 増加した費用の請求については、後で紐付け出来る工夫を（事故コードなど）

• 1) 発注書、2) 請求書、3) 領収書、4) 契約書などの補足資料
月次生産データ

月次売上データ

損益計算書（収益、変動費、固定費）

決算報告書

定期補修のスケジュール

保険会社との協議



平時からの備え



コンサルティングメニュー一覧



• 重要な製造設備 ・ 検査工程 ・ユーティリティ設備を上階など高い位置に移設
• 資産を緊急避難させるための保管用ラック （ 想定浸水深よりも高いもの ） の導入
• 1 階の資産を 2 階に短時間で移すためのクレーンの設置
• 防水壁の設置 （ 重要設備単位、 プロセス単位、 建物単位、 敷地単位 ） など

• 河川の水位等から敷地までの洪水到達時間を推定
• 洪水到達時間から逆算したアクションプランの策定
• 主要な重量設備を分解のうえ、敷地内の高所に保管（上階、ラックなど）
• 移設訓練実施
• 原材料・仕掛品・完成品を安全な他の拠点に移動
• リソース（輸送など）の事前確保
• 適切な保険手配

洪水ソフト面の対策事例

洪水ハード面の対策事例



ご清聴ありがとうございました


